
積算・実行予算管理システム使用方法

・準備

ＣＤ－ＲＯＭ内の「積算・実行予算管理システム」
をフォルダごとデスクトップ等に移動させます。
（ドラック＆ドロップ）

移動したフォルダが原本となるので、名前も「積算実行予算
管理システム（原本）」等に変更すると分かりやすいでしょう

先ほど移動した「積算実行予算管理システム」フォルダを開き
エクセルファイル上でコピーします。（右クリック→コピー）
それを任意の場所（デスクトップ等）に貼り付けしてください。
（右クリック→貼り付け）

移動したエクセルファイルの名前を「実行予算（現場名）」等に
変更します。

＊このように、新規ファイルを作成する場合、まずは原本の
コピーを作ります。

ダウンロード版の場合、圧縮ファイルとなっています。
ご使用にあたっては、必ず圧縮ファイルを解凍してから上記作業を行ってください。
圧縮されたままですと、ＶＢＡエラーがでて正しく動作しません。

デスクトッ



・マクロを有効にする（エクセル2003の場合）

エクセルファイルを開くと、警告画面が出ます。
ここでは「マクロを有効にする」を選択します。

万一、左の警告が出ない場合は、下画像のように
ツール→マクロ→セキュリティーレベル→「中」を選択し、
「ＯＫ」で閉じてください。
ここで一度ファイルを閉じ、再度開きます。

・マクロを有効にする（エクセル2007の場合）

ファイルを開くと警告バーが出ますので、「オプション」を選択し、
「このコンテンツを有効にする」→「ＯＫ」で閉じます

上画面が出ない場合は、ＯＦＦICEボタン→ＥＸＣELのオプション
→セキュリティーセンター→セキュリティーセンターの設定→
マクロの設定→「警告を表示して全てのマクロを無効にする」→
「ＯＫ」で閉じます。

終わりましたら、一度ファイルを閉じ、再度ファイルを開いてください。
すると最初の画面が現れるはずです。



・基本情報入力

マクロを有効にすると、ＨＯＭＥ画面が表示されます。

まずは工事情報を入力します。

工事基本情報（赤枠部）をクリックします。

この様な画面が出てくるので、工事情報を入力してください。

今回は練習として、左画面と同じように記入してください。

記入が終わりましたら「ＯＫ」ボタンで閉じます。

・費目登録

・続いて費目を登録します。

本ソフト付属の「実行予算のイロハ」（ＰＤＦ）の掘削工事を例
に進めていきます。

費目登録（赤枠）をクリックします。

このようなページに移動しますので、左画面と同じように「労
務費」の項目に記入してください。

記入が終わりましたら「選択ボタン」より「機械費」（赤枠）をク
リックします。



「機械費」に移動しましたら、左図と同じように記入します。

記入が終わりましたら、「外注費」（赤枠）をクリックします。

「外注費」に移動しましたら、左図と同じように記入します。

同じように選択ボタンで「その他」に移動します。
種別：残土処分　単価：0　も記入しておきます。

記入が終わりましたら、「工種」（赤枠）をクリックします。

「工種」に移動しましたら、左図と同じように記入します。

本ソフト付属の「工種・種別参考例」（ＰＤＦ）を参考に、よく使
用する工種は予め登録し、それを雛形とすると便利です。

記入が終わりましたら「単位」（赤枠）をクリックします。

「単位」は左画面のように予め登録されていますが必要があ
れば追加、変更、削除をしてください。

ではタイトルに戻ります。（赤枠クリック）



・明細登録

タイトル画面より「明細1」（赤枠）をクリックします。

・明細1
このページでは計算式の含まれてるセル（赤枠）がいくつもあ
るので注意してください。
各セルに直接入力する可能ですが、計算式の含まれてるセ
ルでは計算式がなくなってしまうので間違えた場合には、必
ずエクセルの「戻る」（赤丸）ボタンで戻ってください。
「編集」→「元に戻す」でも可能です。（２００３）

　2007の場合　　　　　　　　　2003の場合

＊計算式の含まれるセル

赤枠内は計算式が入力されており、分類（青枠）と数量（黄
枠）を入力すると、自動計算入力されます。

計 算 式（＝ＳＵＭ・・・）



①のセルを選択した状態で「工種」ボタンをクリックします。

左画面が出るので機械掘削工事を選択してＯＫで閉じます。

②のセルに種別を直接入力します。
ここでは「掘削」と入力します。

１項目２行になっていますが、上段が変更、下段が当初です。

入力は当初から記入していきますので、項目の下段を選択します。

①分類の・部分のセルを選択し「労務費」（①）をクリックします。

バックホウオペレーターを選択してＯＫで閉じます。

①

クリック

②

① ② ③

①②

数値入



②称呼（単位）の列で・部のセルを選択します。

「人」を選択しＯＫボタンで閉じます。

次に、③数量の列で・部のセルに直接「6」を入力します。

入力が終わると下図のようになります。

赤枠の数量には「1」を入力します。
（入力した数値を変更するごとに単価が変わりますのでご確認ください。）

同じような手順でこのように入力してみてください。ご入力は「戻る」ボタンを使用してください。
分類セル選択→費別ボタンから種別選択→称呼セル選択→称呼ボタンから選択→数量入力の繰り返しです。

続いて実行予算（赤枠）をクリックします。
＊万一誤入力した際は、ＤＥＬするのではなく必ずエクセルの「戻る」ボタンで戻ってください。（リンク参照）



このように、明細別の集計一覧が表示されます。
続いて「諸経費」をクリックします。

これまでに作成したデータは直接工事部分ですが、その他種別にある費目もそれぞれ入力していきます。

実行予算表紙をクリックすると、実行予算の表紙（鏡）がでます。

最初に登録した情報や、各費目の割合は自動入力されます。

クリックしで各ｼｰﾄに移動しま



タイトル画面から出来高報告書をクリックします。

青枠内の月度をボタン又は直接入力します。
赤枠内の員数（いんずう）に数値を入力します。

計算式：色分けした図中の枠と以下の計算式の色が合致します。
実行予算（単価）×本月分（員数）＝本月分（金額）
実行予算（単価）×累計（員数）＝累計（金額）
実行予算（単価）×残高（員数）＝残高（金額）
＊これらのセルに直接数値入力してもかまいません。
一番左の「進捗率」は上記セルに数値が入力されると自動計算されます。

このシートを少し下にスクロールさせると次ページの画面がでてきます。



赤枠内の員数（いんずう）に数値を入力します。

赤枠内の員数（いんずう）に数値を入力します。

・印刷

各ｼｰﾄにある「印刷ボタン」をクリックすると印刷が開始されます。
プログラム上で範囲設定していますので、印刷プレビューで確認
したものとは違う印刷結果となります。

もちろん通常の印刷ボタンからの印刷もできますが、自身で
設定する必要があります。

注意事項及び免責事項

この積算・実行予算管理システムの著作権はサザンクラブソフトデベロップメントにあります。
無断で複製,譲渡などして使用しないで下さい。
又このソフト使用することによって発生したいかなる損害に対しても一切の責任は、負いません。
このソフトの仕様は予告なく変更することがあります。
このソフトを使用した場合、上記の事項は、承認済みとさせていただきます。





ファイルを開くと警告バーが出ますので、「オプション」を選択し、

上画面が出ない場合は、ＯＦＦICEボタン→ＥＸＣELのオプション

マクロの設定→「警告を表示して全てのマクロを無効にする」→









入力は当初から記入していきますので、項目の下段を選択します。

①分類の・部分のセルを選択し「労務費」（①）をクリックします。



（入力した数値を変更するごとに単価が変わりますのでご確認ください。）

分類セル選択→費別ボタンから種別選択→称呼セル選択→称呼ボタンから選択→数量入力の繰り返しです。



実行予算表紙をクリックすると、実行予算の表紙（鏡）がでます。





各ｼｰﾄにある「印刷ボタン」をクリックすると印刷が開始されます。
プログラム上で範囲設定していますので、印刷プレビューで確認


